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神話素システムと２コンパートメント準平衡理論
一旧石器時代から新石器時代への
精神の飛躍に関するシステム論序説
矢後 長純
旧石器時代から新石器時代への精神の飛躍
は、二項対立による神話素システムの生成と
いう表現型を取っていた。しかし、（１）そ
の基礎形式が現生人類のどのような脳機能の
進化に由来したのか、（２）その進化は脳の
どこでおこったのかについては不明である。
本稿では、第一に神話素システムと２コン
パートメント準平衡理論に基づくクワッソン
5.6）との関係を検討し、二つの神話素シス
テムのカップリングが複合クワッソン性シス
テムを形成することを示す。題目の精神の飛
躍は無意識の表象を神話素システムにまとめ
る機能にあったとする。
また第二の問題については、Levi-Strauss
教授のいう野生の思考(Lapenseesauvage)7）
を感覚と強く結合した右脳の機能と推察し、
それが左脳におけるよりも優越していたと結
論する｡進化における右脳の優越については、
先にβエンドルフインとの関係を強調する多
摩美術大学中沢新一教授8）の論考がある。
“MythandMeaning”をめぐる本稿は文
化を学ぶ極東の－老学徒から、2009年10月
３０日、100歳で永眠したコレージュ・ド・フ
ランスのLevi-Strauss教授へのささやかな追
'悼文としたい。
まえがき
シカゴ大学のWendyDoniger教授は1995
年、コレージュ・ド・フランスのClaude
L6vi-Strauss教授が1977年12月にカナダのＣ
ＢＣ放送で行った講演集“Mythand
Meaning''1）という60ページ足らずの小著に
序文を寄稿した。「昔々ある時、カリフォル
ニアのバークレイで、とあるレストランに
入ったLevi-Straussは、…」と、Doniger教
授は、南北アメリカ大陸先住民の神話の中に
神話素（mythemes)２）による二項対立を発
見したLevi-Strauss教授の功績を、ジョーク
をまじえて称えた。
神話素は、名詞のこともありテキストのこ
ともある。二つの神話素が二項対立により一
つのシステム、神話素システムを形成し、そ
れがさらに重層する二項対立を経て、特異な
物語を析出する、それが神話である2-4)。そ
れらの神話を継承維持してきた先住民は、自
然や文化を神話素システムの多重構造として
理解し、日々の生活に必要なスキーマを創生
する。
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にも法則性を発見したが、実は教授の著書そ
のものも難解である'0)。神話素も神話も、あ
たかも実在の世界を写しているかのようだ
が、実は表象の世界に浮遊していて、実在と
は対応関係がないため分析科学の対象にはな
りにくい。このことは神話素が無意識の表象
から言語へ翻訳されたものであることを示し
ている。このような不安定な対象へのアプ
ローチは、システム論からならば可能であろ
う。
神話素の二項対立とは、対称性の関係を持
たせた二つの神話素のことである。対称性に
は、太陽と月のように現代でも理解しやすい
ものもある。理解しにくいのは、神話素がテ
キストである場合の二項対立である。たとえ
ば、「人は肉を焼いて食べる」というテキス
トは神話素として、「ジャガーは肉を生で食
べる」というもう一つの神話素と二項対立の
関係にある。この二つのテキストが、それぞ
れ、「人は火を知らなかった」と「ジャガー
は火の支配者だった」と神話素システムを形
成し、結局、人間はジャガーから火を盗んで
きた、という神話の創作に至る。これが有名
なジェ神話'1)である。この二項対立は現代
人にとっては理解しにくいが繰り返し熟読す
ると、いつしかブラジルのジャングルに住む
先住民の作品に共感を覚えるようになる。現
代のわれわれにも、かつて彼らと同じ生活を
送った記憶がかすかに残っているのかも知れ
ない。ここで重要なことは、表象に対して二
項対立を適用するという先住民の智慧であ
る。これは旧石器時代にはなかったものであ
ろう。
Levi-Strauss教授'１)は、次のように述べた。
「神話のテクスト全体は音楽を、そのハーモ
第１章
神話素システムと複合クワッソン性
システムにおける二項対立
1．神話素システム
新石器時代とされた南北アメリカ大陸の無
文字社会からは、１７世紀以来、膨大な神話
群が採集されていた。Levi-Strauss教授はそ
れらを研究し、先住民が混沌と多様'性に満ち
た世界に対称性の無限の連鎖を発見していた
ことを示した'-4)。それらの神話は、人間と
は何か、世界とは何か、動物や植物はなぜ存
在するか、火や水はどのようにして人間のも
のになったか、なぜ人間は一緒に生活してい
る動物たちと話ができないのか、などの疑問
に対する答えであった。
神話素は物体を構成する元素という概念に
部分的には対応しているが、その定義はかな
り柔軟である。Levi-Strauss教授自身、神話
は西洋音楽の楽譜に近いと見ていた')。しか
も神話素は、環境との相互作用により変動す
る。最新の定義は、以下に引用する福島亮大
氏9）のものであろう。「神話素というのは、
文化的に広く共有されつつも、しかしひとご
とに異なった内容が封入されていく記号のこ
とである。同じ神話素でも、たとえばＡとい
うコミュニティ（神話圏）にある場合と、Ｂ
というコミュニティにある場合では、それぞ
れ他の神話素との関係が変わるので、意味も
また微妙に変わってくる・・・」。
極端な場合には人や動物がまったく別のも
のに入れ替わってしまう.神話は構造固定的
なものではなく、一種の現象として複雑を極
める。Levi-Strauss教授は、このような変化
1８ 
神話素システムと２コンパートメント準平衡理論一旧石器時代から新石器時代への精神の飛躍に関するシステム論序説
ニーとリズムのみならず、秘かな意味ととも
に保持している。その秘かな意味にありのま
まの状態で触れる衝撃が引き起こす力強さと
尊厳を、私は残せなかったかも知れない。そ
れはイメージと記号の森の奥に潜み、魔力に
満ち､感動させる｡理解できないからである｣。
現代文学でも時に同様の魔力に遭遇する。
カフカ『城』を評して専修大学の寺尾格教授'2）
は、霧と夜闇、夜と雪、黒と白などの二項対
立が立て続けに生じ、見えない城を見えない
ままに見る、見える現実から見えない世界の
凝縮を見せる異質な文学作品とした。『城』
には、プラハ旧市街のユダヤ人街の錯綜した
裏道を辿るような方向喪失感が満ちている
が、近代の言語感覚とは全く異なった世界、
見えない歴史の層へ読者を誘うものがあると
述べた。『城』は、一種の神話なのであろう。
神話素システムの二項対立は、媒介物に
よって緩和される。その媒介物が、新たに他
の神話素の作成を誘発し二項対立を再生産す
る。媒介物は表象の中に創造されるが、無限
に続く連鎖は部族社会にあってある種の合理
性を備えていなければならない。たとえば、
動物は環境の中で日常、接することの出来る
ものでなければならない。なかでもジャガー
や鷲は、直観的に高い地位に置かれた。こう
してブラジルの先住民は人生、世界、自然理
解の鍵を取得したのであった。
火の神話は、人間がなぜ水を知っているか
などの疑問も、神話素システムに一定の変換
を与えて解決する。こうして神話素システム
は、無文字社会の日々の生活を支え、かつ世
界理解のための必須のシステムとなり、ひい
ては彼らのもっとも重要な公平・無私無欲と
いう概念を支えるものにもなった')。
恐ろしいジャガーも先住民と共に森に住む
のであるから敬意をもって接しなければなら
ない。野ブタも鮭も南風もそうである。こう
して神話をめぐって構成された彼らの生活信
条の力強さは、ブラジル政府からのあらゆる
援助を拒否するほどであった。
神話素をはじめとして無文字社会の神話に
現れる一つ一つのイヴェントには意味がな
い｡神話は全体として意味をもつのであって、
それはちょうど現代のわれわれがクラシック
のオーケストラ演奏を聴くのと等価'）であ
る。また神話の構成には、語りまた聞くこと
への喜びまでもが用意されていたことは明ら
かである。そうでなければ、口承ということ
はおこらなかったであろう。
さらに自然への尊敬と愛着は、無意識のう
ちに自然の保護とその適切な制御手段を産ん
だ。文明からの支援を拒否する思考と態度、
自らの文化を頑なに守る姿勢は、アマゾンを
守り地球を守っていたのである。これらすべ
ての機構は明瞭ではないにせよ、彼らの神話
群に潜んでいるのは確かである。いいかえれ
ば、彼らは現代でもまだ十分には解き難いＩ情
報理論の仕組みを神話素に、またその二項対
立に、さらに出来上がった神話に忍ばせたの
である。
高度に哲学的な思想へと発展した彼らの公
平・無私無欲の概念は、完壁な自然保護と生
物多様性を保証するものとなった。しかし世
界の多くの場所では新石器時代の成熟ととも
に神話が崩壊に向かった。ギリシャやペル
シャでは、公平・無私無欲という概念はいち
早く放棄された。文明に対して強固なアンチ
テーゼであった神話にも、どこかに脆弱な部
分があったのであろう。そして現生人類が神
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話を破棄した時、富の蓄積を重視する精神構
造が発生したことはクリソスとソロンの対話
'3)で明らかであり、この新しい精神構造が
古くから環境問題の原因にもなったのであ
る。ただし、ここで現代ギリシャの名誉のた
めに付言すると、異国人に対するホスピタリ
テイを重んじるフイロクセニアだけは現代に
至るまで数千年間、生き残っている'4)。
旧石器時代から新石器時代に移行するにあ
たって現生人類におこった精神の飛躍をレ
ディング大学のStephenMithen教授'5）は、
認知流動性（cognitivefluidity）と命名した。
神話素システムは認知流動性と表裏の関係に
あり、その後の科学・技術、文学・芸術の革
新をはるかに凌駕するとさえいわれる'6)。
ている（図１）。クワッソンの遷移が突発的
におこる理由はまだ理論化されていないが、
環境との相互作用が主因であろう。
クワッソンが存在する空間は表象空間であ
り、図１はそこからの平面への写像である。
また、クワッソンには明確な“始まり”もな
く“終わり”も無いように思われる。これは、
クワッソンが後述のノワーズの世界にあるこ
とを意味するのであろう。この理論を用いて
の計算を３次元空間におけるシステムの運動
としておこなうのは、思考経済である。
回
囚回
四
回回
回
２．クワッソンと複合クワッソン性
システム
1997年5）と1999年6）に、筆者らは複合ク
ワッソン性システムと名づけた単純なシステ
ムが、地球上における生命の発生以来、現生
人類に至るまで進化の全局面を貫徹している
ことを示した。このシステムは、２コンパー
トメント準平衡理論17.18)を原理とする２種
類のクワッソン（quassone）のカップリン
グによって構成された生体システムである。
クワッソンとは、ある瞬間における状態が
ＡまたはＢの相異なる２つに分配されるシス
テムである。状態は離散的であり、いわば量
子化されていて時間の推移とともに互いに他
に突然のように遷移するが、状態Ａと状態Ｂ
は準平衡にあり、長期的には状態Ｂの出現頻
度が高くなる。クワッソンは環境中にあるの
で、その構造も特性もともに淘汰圧に曝され
図１この図では、クワッソンは表象空間に
おいて、ある時刻に一種類のクワッソン
が確率２/７でＡ状態に、確率５/７でB状
態に分配されている。
次に第一のクワッソンの近傍に、状態Ｃま
たはＤに分配されている第二のクワッソンが
存在すると考える。当初、第一および第二ク
ワッソンは相互に独立であるが、第二クワッ
ソンの表層に何らかの突然変異が発生し、第
一クワッソンの状態Ｂと第二クワッソンの状
態Ｃとがカップリングすると考える（図２)。
ＤＮＡがＲＮＡとカップリングする分子生物学
概念のメタファーである。
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第二クワッソンでは状態Ｃから状態Ｄへの
遷移が加速または減速され、状態Ｄの実現確
率が急速に変化する。このように、二つのク
ワッソンがカップリングしたシステムを複合
クワッソン性システム（Compound
quassoniansystem）という。状態CからＤ
への遷移が減速すれば、このシステムはやが
て閉塞状態に陥り、長期的には環境の変化に
適応できなくなって絶滅へ向かうであろう。
のシステム発展の端緒が開かれることとな
る。これが進化である。
ここに複合クワッソン性システムと神話素
システムの重層構造との類似’性/同一性が見
て取れる。２種類のクワッソンがカップリン
グするとき、近距離の場合には酵素一基質反
応や細胞膜表面におけるアゴニストアンタ
ゴニストと受容体との相互作用を思い起こさ
せるが、ホルモン作用のような遠隔作用も考
えられる。最近、ヒト脳において右脳から左
脳への遠距離シンクロニゼーション現象が発
見された'9)。また複雑性で論じられる有名な
例として、ブラジルの蝶がおこすテキサスの
竜巻すなわちローレンツの"バタフライ効果”
がある20)。
第一クワッソンと第二クワッソンの位置に
ついて近傍という意味は物理的距離を指すば
かりではなく、両クワッソンの情報が届く距
離でもある。Levi-Strauss教授はブラジルか
ら南北アメリカ太平洋沿岸地域の部族居住地
間の距離が神話の変換に重要な関わりがあっ
たと述べているが、これも近傍という意味を
情報伝達可能距離と取ったものといえる。
神話素システムとクワッソンに共通する重
要な特徴として、前者では“もの”や動物、
テキストの量子化､後者では状態の量子化が、
それぞれ前提されている。神話論の世界で最
近、量子力学の用語が使われるようになった
のはメタファーとして便利だからである。テ
キストや状態の変動率は微分方程式で計算す
ることができるので量子力学を必要としない
が、ここで量子化という意味は神話素間ある
いはクワッソンの状態間に中間のものは存在
しないという意味である。ジャガーがレア、
メデイアムまたはウエルダンの肉を食べると
図２第一クワッソン（Ａ状態とＢ状態に分
配され、準平衡にある）のＢ状態と第二
のクワッソン（Ｃ状態とＤ状態に分配さ
れ、準平衡にある）のｃ状態が反応する
ように突然変異すると第二クワッソンの
Ｄ状態への遷移確率が高まる。＋は促進
を表わす｡二つのクワッソンは､このカッ
プリングにより緊密な関係となり、複合
クワッソン性システムを構成する。状態
間の移行を速度定数Ｖ,およびＶ２によっ
て表現し連続関数を想定したが、Ｖｌお
よびＶ２は状態間の遷移確率と考えた方
が考えやすい｡
したがってシステムの発展を考える立場か
らは、遷移が加速される場合だけを考えれば
よい。もし、ここに第三のクワッソンがあっ
て、先に形成されていた複合クワッソン性シ
ステムと相互作用をするようになれば、無限
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いう焼き方を区別した神話素はないようであ
る。生のもの（theｒａｗ）か、火を通したも
の（thecooked）のいずれかしかない。火を
通したものはウエルダンに相当したらしいこ
とは、ジェ神話のＭ１0東部ティンピラの火
の起源にうかがわれる7)。
そこではジャガーと一緒に暮らしている少
年が肉を食べる時にパリパリと音をたてるの
を、妊娠していたジャガーの妻が嫌ったとい
う記述がある。音はウエルダンのベーコンを
食べるときに出る音に近いものだろう。この
ことには肉を保存食にしたという智慧が見ら
れるが、神話素の肉としては生肉から焼肉へ
の連続'性がきっぱりと断ち切られている。こ
れにより情報を縮退させたのである。このこ
とは、無文字社会における思考伝達の基本と
して、ひいては社会そのものの維持方法とし
てとくに重要だったと推測される。
上から飛び降りようとしている猫は何を考え
ているか」という問題では、単一純粋経験が
複合クワッソン性システムとして成長、成熟
することを示した21)。また、複合クワッソン
性システムは音楽、美術、詩の制作、鑑賞に
おいても作動していることも示した22)。こう
して、ウイルスの増殖からスタートしたシス
テム論としての複合クワッソン性システムの
射程は、生物進化、精神の進化にまで及んで
いることを明らかにしてきた。
これまでの経緯では、クワッソンは対象の
複雑さにもかかわらず、大局的なシステムと
して扱った。システムを外側から見る立場を
取る限り、クワッソン概念に基づいての現象
のシミュレーションは容易である｡たとえば、
生命表の計算なども年齢別死亡率がわかって
いれば基本的には解決されるのである。しか
し文字もなく、ジャングルという大自然の中
にいわば拠り出されたブラジル先住民は、神
話素システムなり、クワッソンをどのように
見出したのだろうか。これはシステムの内側
から自己のシステムを観察する内部観測問題
であり、至難の業と思われる。
ブラジル先住民にとって、自然は神話素の
重責状態だった。そこからは、いくらでも神
話素を拾い出せるし、二項対立を組み合わせ
る原理さえ知れれば、神話素システムの構築
は可能である。自然がそのような認知的な構
造をもっていることに気づくまでの人類の時
間、旧石器時代が長かったのである。
次の問題は神話素システムあるいはクワッ
ソンの状態の変更にはどのような機構が必要
だったか、ということである。どうすれば、
火の起源神話から水の起源神話へ移行できる
のか。これは神話素がきわめて多数の要素か
第２章
神話素システムあるいはクワッソン
の発生および変換機構
1．神話素システムの発生
複合クワッソン性システムが適用された例
5)には、溶原性バクテリア集団とそのファー
ジの増殖、ネズミ肝ミトコンドリアの寿命、
マウス乳がん細胞の増殖と崩壊、飼育環境下
のドブネズミおよび野生ハタネズミの生命曲
線の比較、１８世紀ヨーロッパ都市住民の生
命表、日本人の成長に伴う体重の増加、陸上
哺乳類の地上最大体重の予測と実証、現生人
類の生命表などがある。さらに、複合クワッ
ソン性システムは西田哲学の純粋経験の世界
にも浸透していることを見出し、「高い塀の
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脳から左脳へのシンクロニゼーションはその
端緒であろう'9)。古代ギリシャ人が神話の世
界と現実の世界は二項対立をなすと考えてい
たことは確かだが、その二項対立は解離しつ
つあった｡彼らは自然に埋没することはなく、
文化へ向かったのである。
もう一つの問題は、神話素システムが長期
にわたって維持された部族社会は農耕をしな
がらも狩猟採集生活を継続し、一方で現生人
類の多くの部族が各地で歴史に突入した理由
である。初期新石器時代に入った現生人類の
多くの部族が農耕を開始し、まもなく成熟し
た新石器時代を経て青銅器時代、鉄器時代に
移行し、文化は各地で爆発的な展開を見せ始
めた。この間の時間的経過は極めて迅速で、
定かな時代区分はほとんど不可能である。
ニューギニア、フィリピン、オーストラリ
アおよび南北アメリカに住む先住民の一部
は、歴史のはじまりを頑なに拒否しつづけて
きた。すなわち、現生人類であっても初期新
石器時代への移行は果たしながら、その成熟
を拒むグループが今日でも存在するという事
実は、何に由来するのか。一方で新石器時代
への成熟を積極的に取り入れたユーラシア大
陸の現生人類の精神的背景は何だったのか。
神話素システムを考察していてすぐに気づく
この問題は、あまりにも大きく、問題の深さ
すら定かには分からない。
先住民のがわに科学的精神の発達が見られ
なかったことは確かであるが、Levi-Strauss
教授の膨大な著作が難解なのは、われわれの
がわに神話的思考の減退ないし消失があった
からとも思われる。浜辺に打ち寄せる波のよ
うに、始まりもなく終わりもなく果てしない
変化を示す先住民の神話群が難解なのは、わ
ら成り立っていることを示す。そのうちの
たった一つの要素の変換でも、表現型の無限
の変化が生まれる可能性がある。「人間は火
を知らなかった」というステートメントは、
単純そうでいて決して単純ではないことに先
住民は気づいていたのであろう。このステー
トメントだけでも、無数の表象をもつことが
出来る。それらの表象は、あらゆるイメージ
に連接することが出来る。このことは新石器
時代、すでに記憶装置としての海馬の機能が
開花していたことを示唆する。
こうして神話素が含む無限の表象は、神話
素システムの無限の変化をひきおこす。この
ことは、神話素システムやクワッソンの離散
的な｣性質に由来すると思われる。原子量の大
きな元素の最外殻電子に無数のエネルギー
準位が想定されているようなものである。ク
ワッソンでは、表層構造の無数の突然変異が
可能であることに相当する。
2．現生人類に内在する二項対立
先住民にとって、神話と現実は相対立し、
一つのクワッソンをなすと感じられたであろ
う。神話の世界と現実の世界が二項対立の関
係にありながら、西田哲学の一即多、多即一
を感じていたからこそ自然の中に埋没しての
生活が可能だったに違いない。
しかし、同じく新石器時代にあったとはい
え、古代ギリシャ人はブラジル先住民にくら
べるとはるかに壮大な神話の世界を築き上げ
た。しかし彼らは神話の世界に浸りながら、
一方では精密な市場管理や農業歴管理も行っ
ていた23)。このことは、右脳と左脳の複合ク
ワッソン性システムを統合する機能の存在が
必須であったことを示唆する。上で触れた右
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れわれが科学教育を受け、その深刻な影響下
に生活しているからであろう。Levi-Strauss
教授はいう、「諸神話の研究は方法論上の問
題を提起する。すなわち、困難な問題の解を
求めるために必要に応じて部分に分解すると
いうデカルトの方法が通用しないということ
である｡」神話は直観的観察力に基づく神話
的思考によってしか理解できないとの主張で
ある。
ただし、われわれにも直観的観察力がまっ
たくないわけではない。今でもそれと気づか
れない形でわれわれの文化に浸透している。
たとえば、スーパー・マーケットでの買い物
では、レジでの支払いは正確な科学的思考と
技術に支えられているが、レタス一つを選ぶ
場合にはいくつかを順に手にとって眺め、こ
れでよしとするのを選ぶ。ここに働いている
のは､新石器時代以来の直観的観察力であり、
今でもアマゾンの熱帯雨林に住む先住民が
使っている観察方法である。
彼らの観察能力に関しLevi-Strauss教授
は、衣食住を森の動植物に依存していた日々
の生活において専門の生物分類学者も及ばな
いと思われるほど、豊かな博物的知識を持っ
ていたことを明らかにした7)。観察能力と急
激に増大した記憶容量、またその記憶との照
合能力が新石器時代初期にはすでに始まって
いたことを意味する。このことは先住民の精
神世界の豊かさを示すばかりではなく、東京
大学の三中信宏教授24)が指摘するように現
生人類には万物を「種」（しゅ）に分ける生
得的な分類思考がある。それが新石器時代に
開花したことを意味する。
人類が火を獲得したのは50万年前に遡る
とされているが、新石器時代初期の土器製作
と料理方法の発明に至るまでは、旧石器時代
の人々が火を駆使していたとは思われない。
陶土を用いて土器を製作する方法に気づいた
新石器時代人たちが銅の精錬と青銅器の発明
に達するのは、もはや時間の問題だったと
Levi-Strauss教授は指摘した。さらに先住民
の論理形成について次のように明確に述べた
'1)。「生のものと火にかけたもの、新鮮なも
のと腐敗したもの、湿ったものと焼いたもの
等々の経験的なカテゴリーは、民俗誌的な観
察と個々の事例にある特定の文化の立場をと
れば精確に定義することができる。また、こ
れらの経験的なカテゴリーは、抽象的な観念
を精繊に組み立てるツールとなり、さらにそ
れらもろもろの観念を結合して諸命題を作り
上げるのに用いられる｣。
この言明に対して渡辺公三教授は、「感覚
的質の対比によって野生の思考を目覚めさ
せ、駆動させ神話を生み出し、人間の生存の
あり方への謎への答えをつむぎだして行く｣、
と解説した3)。神話の創作には、野生の思考
が目覚めなければならない。Levi-Strauss自
身も二項対立を－歩一歩展開し、個人と社会
の論理が形成された様子をなぞっていった
4)。そして、通常、まえがきとされる部分に
『序曲』という名称をLevi-Strauss教授が与
えた'1)のは、こうした思考が音楽的なもの
であることを強調するためだった。Levi-
Strauss教授は、言語の発生・獲得と音・音
楽の発生がほぼ同時であったとする重要な生
物学的な指摘もした。
このような議論を辿れば、現生人類のうち
で歴史を持ち始めたがわに絶えず大戦争がお
こり、歴史を拒否してきたがわでは驚くべき
高さの周産期死亡と低水準の生活を続けてい
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るという、現生人類に内在する二項対立の深
刻さだけは理解される。
まったく笑わなかったことに示されている。
すなわち、複合クワッソン性システムの発
展、Levi-Strauss教授のいう変換群の生成を
促す脳内環境は、複合クワッソン性システム
と同時に発生するざわめき25)すなわちパリ
第一大学のMichelSerres教授のノワーズに
基づくものと考えられる。そして野生の思考
の後に発生した後代の思考では、逆に私語は
禁止されたが、それは宗教や国家権力の発生
によるものだった。
3．私語とは何か
Levi-Strauss教授が直接体験したと述べて
いるが、ほとんど暗闇の藁葺き小屋の中で、
誰かが神話を語っている時、聞き手は極めて
スカトロジックな話をしていることが多かっ
たというエピソードがある。私語は、禁止さ
れていなかった。スカトロジックな話題と笑
いが神話という主メロディーに対するバック
グラウンドを形成し、さながら歌手に対する
オーケストラのようなものではなかったかと
想像される。なぜ神話群が次から次へと変換
を受けていったかということへの解答は、そ
こにもありそうである。
ある神話がその神話で完結し、次を期待で
きないという沈黙の世界に陥るのを防ぐ手だ
てでもあり、またバッハ、モーツァルトやロ
マン派の作曲家たちが次から次へと交響曲を
始め、あらゆる音楽を生きている限り作曲し
たことと相通じる現象であろう。
私語は、複合クワッソン性システムを途切
れなく発生させ、成長させ、成熟させるため
の方途になっていたものと思われ、一種の進
化論的な知性であった。フェゴ島人が岩陰に
寄り添って際限もなく、他愛もない話をして
いた（第３章参照）のも私語の起源であろう。
そして大学や高校での講義中の私語の制御
が困難なのは、私語そのものが現生人類初期
の機能の遺伝的残律だからであろう。それで
いて一方では､これが制御可能であることは、
Levi-Strauss教授がコレージュ・ド・フラン
スでの講義中にいかにスカトロジックな話題
を提供しても、聴講中のパリの教養人たちは
４．理想と現実
南米の先住民は、動物をトリックスターと
して、いろいろな場面に感覚的にあてがって
きた。それらには適宜、対立概念が与えられ
象徴的な意味が付与されていたが、彼らに理
想という概念があったかどうかは定かではな
い。Levi-Strauss教授によれば彼らは感覚的
に思考していた、いいかえれば右脳前頭葉の
みを用いていた。このことは事物の間に明確
な理念的対称,性を構築するためには、左脳前
頭葉の活動すなわち理$性が必要であることを
も物語っている。上部旧石器時代から初期新
石器時代への移行には感覚を研ぎ澄ますこ
と、続いて歴史への移行には感覚から理性優
位への変換が必要だったということである。
いったん、事物の間に理性に基づく対称性
の認識ができるようになれば､神話素と同様、
いろいろな対称性が発見される。左脳による
対称性の発見は、現生人類の哲学の発祥を促
した。イロドトス『歴史』によれば、富裕と
貧困、幸福と不幸、などソロンとクリトスと
の問答でもかなり先進的な討論がされた。
対立概念についてカントは、論理的対立、
実在的対立および弁証論的対立の三つを区別
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した26)。対立は矛盾である。対立する二者は、
それぞれ単独では単なる規定であり、数学的
な表現を借りればそれぞれは絶対値である
が、二つを比較することによって正負または
大小がきまる。そのためには、二つを関係付
ける第三の観点が必要であるとしているの
は、第三の複合クワッソン性システムに該当
する。
複合クワッソン性システムで一つの決断に
到達しても、その決断を評価する基準がなけ
ればならない。それがもう一つの複合クワッ
ソン性システムによる対立概念であり、二つ
の複合クワッソン性システムの相互作用によ
り決断というクワッソンは深化する。それら
は、いろいろな知識、経験や感覚からの情報
により深化し、対称性が際立つ。この相互作
用を支援するには第三のシステムが必要とな
るので、対立概念の発生には相当な意識レベ
ルでの進化が必要とされると推定される。先
住民においては、理想と現実の認識はなかっ
たのではあるまいか。
の精神的飛躍の準備期間であったことは間違
いない。
旧石器時代の人々は石器以外には文字、伝
承その他生活の記録をほとんど残していない
ので、どのような思考をしていたかは不明で
ある。一時期、現代のシュールレアリズムを
も超える作品と称揚されたショーヴェー洞窟
の絵画にしても、ロンドン大学のNicholas
Humphrey教授によれば、秩序だった思考
を跡付けるものではなく言語獲得寸前までの
泡沫的なものにすぎない28)。精神の飛躍に先
行したのは、脳サイズの縮小やまえがきでふ
れた中沢新一教授のβエンドルフィン仮説8)、
FOxP2遺伝子の突然変異による言語の獲
得29)、それに本稿の二項対立による表象の取
りまとめ、などが考えられる。では、旧石器
時代から新石器時代への移行の境界領域にあ
る人々を現代の地球上に発見できるだろう
か。
今年（2010年)、インドネシア政府は国勢
調査を実施しているが、ジャングルの奥地に
派遣された政府職員が、裸で暮らしている部
族に遭遇したことが映像とともに伝えられた
30)。この人々と政府職員との間には、にこや
かな挨拶とともにコミュニケーションが成立
していた。本稿の視点からいえば、裸の生活
は風習に過ぎず、彼らは２１世紀文明の中に
いることを自覚し、精神の飛躍はとうに済ま
せたと見受けられた。
カニバリスムとクロイツフェルトーヤコブ
病の関係で有名になったパプアニューギニア
北岸マダンから南へ約100キロの山中に住む
フォア族31)は、カニバリスムから脱却する
ようにというオーストラリア政府の指導で、
コーヒーの栽培を始めている。彼らは極めて
第３章
神話素の二項対立の萌芽
ホモ・サピエンス・サピエンスと呼ばれる
現生人類の直接の祖先は、７万年前から８万
年前に中東に進出し、上部旧石器時代から中
石器時代を経験したアフリカ系ホモ・サピエ
ンスホモ･サピエンスである｡オックスフォー
ド大学のStephenOppennheimer博士27)は、
アフリカのホモ・サピエンスから現生人類へ
は生物学的特徴として約200ccの脳サイズ縮
小が伴っていたと指摘した。脳サイズの縮小
と新石器時代のいろいろな特徴が現れるまで
の約２万年という移行期が、旧石器時代から
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短期間に先進国からの経済的、政治的強圧を
受けて現代人のなかま入りをした。生活の変
貌の上では特殊なケースと思われるが、その
ような外圧を受け入れる精神的準備はすでに
整っていたと見るべきである。
これらに対し、1960年代に絶滅したヤー
ガン族と呼ばれるティエラ・デル・フェゴ島
人の生活32-34)は、上部旧石器時代の残津を
濃厚に帯びていた可能性がある。本稿に関連
する事項を拾い出して見る。
①南極に最も近い酷寒地域にもかかわらず、
彼らは裸で、家も作らず、貝を採集して生
で食べていた。岩陰に身を寄せ寒い風をよ
けながら、おしゃべりをして一日を過ごし
ていた。島の発見と命名の由来は随所で火
が焚かれていたことによるそうだが、日々
の生活では、ほとんど使わなかったらしい。
同属意識はもっていたようだが、リーダー
はいなかった。
②イギリス人宣教師たちが彼らの窮状を救
おうという目的で上陸した時、彼らは宣教
師たち７人を虐殺し、遺体は放置した。
③Darwinによれば、ビーグル号のような大
きな船には何の興味も抱かず、ビーグル号
からおろされたカッターに、なみなみなら
ぬ関心を寄せた。
④Darwinの航海の際に、二度目のフェゴ島
訪問を果たしたFitzRoy艦長は、ロンドンで
教育したJemmyというフェゴ島人を故郷に
帰した。この時、Ｊｅｍｍｙは着ていた洋服を
脱ぎ捨て、元の裸にもどった。また、同郷
の人々も初の“海外留学，，を果たした彼に
敬意を表さなかったし、本来ならば、ある
種の指導力を身につけたはずのJemmyをた
だのなかまとして迎えた。
フェゴ島人の窮状を救い、文明人に仕立て
上げようというイギリス人たちの19世紀中
葉数十年にわたる努力は、当初はほとんど報
われなかった。逆に、フェゴ島人は、文明世
界から持ち込まれた感染症（天然痘と麻疹）
により、全滅の憂き目を見ることとなった。
FitzRoy艦長が、フェゴ島人たちをロンドン
に連れて行ったとき、真っ先に海軍病院で種
痘を受けさせたというのは特筆に値する。
彼らの出自は、毛皮を着てべ￣リング陸橋
を経由しアメリカ大陸を南下した古先住民で
あろうが、フェゴ島の人々の生活水準は極端
に低かった。材料が手近になかったというこ
ともあるかも知れない。氷河時代が終わって
海水面が上昇し、居場所が島となって本土か
ら隔離された後、生活技術が退行した可能性
もある。宣教師たちの善意を理解し得ずにお
こした虐殺事件は、単純に“よそ者は殺せ，,
という直感的思考に頼っていたことを思わせ
る。同属／よそ者という二項対立は持ってい
たが、理性的、抽象的思考ができず、殺人に
関しての罪の意識は持たなかった｡遺体の放
置から見て、宗教心は発生していなかった°
フェゴ島にも神話はあったという報告もあ
る35)が、ブラジル先住民の神話のような華々
しさを展開していたかどうかは分からない。
ヤーガンにも一神教があったとするウィーン
大学WilhelmKoppers教授の詳細な報告があ
る36)が、1920年代の調査であり、キリスト
教の影響が明らかに強いと感じられるので、
本稿では論評しない。ただ、こどもの死亡率
が極めて高いことを伺わせる報告である点
は、考慮する必要がありそうである。
いずれにしてもヤーガンは、暑さ／寒さ、
空腹／満腹などの感覚的な右脳機能としての
２７ 
愛国学園大学人間文化研究紀要第13号
二項対立は持っていた。一方では、ビーグル
号のカッターの素晴らしい形や機能には関心
を示すといった、左脳機能らしきものも見ら
れる。言語は獲得していたものの全体として
見ると、彼らは旧石器時代の最終期から初期
新石器時代への移行の境界領域にあったので
はないだろうか。
古代ギリシャの発掘調査37)によれば、ヨー
ロッパで初めて初期新石器時代を迎えたのは
ギリシャに展開した現生人類であり、特徴は
住居と部落の構築、宗教および神概念の発生
を窺わせる人形の製作などにある。
フェゴ島人が旧石器時代の残津を濃厚に帯
びていたとしても、その後、イギリス人宣教
師たちの熱意により、１９世紀中にはフォー
クランド島に彼らを集めての教育がある程度
の実績を収めた。本稿の文脈では、彼らの左
脳に初期新石器時代への準備が整いつつあっ
たことを意味する。しかしブラジル先住民と
比べると、彼らは神話素の二項対立により豊
かな神話群を創出する機会を失い、それとと
もに世界や人生の意義を理解することもな
く、まして自然に密着しての生活の意義を知
ることもなく、ついに絶滅を迎えた。ただ彼
らは、現生人類が新石器時代に入る前には、
右脳優先の生活を送っていたという重要な
メッセージをわれわれに残してくれたのであ
る。
Doniger教授は雌雄、左右、善悪、左脳と
右脳など生得的に二値論理を持つわれわれの
思考は、究極的にはyes/noの二項対立に終わ
るとした')。しかしyes/noは存在の問題に触
れ、思考の原点ともなる。それは人間文化の
根底にある二項対立としてシステムの問題に
帰着し、究極的には複合クワッソン性システ
ムの生/死の問題に収散するであろう。
Doniger教授は、片足で立ちながら、“Levi‐
Strauss教授とは誰？,，と聞くような人がい
たら(そのような人がいるとも思えないので、
これは冗談である)、この本を声高に読むよ
うに、と冒頭にあげた書籍'）を推薦した。
Levi-Strauss教授を学ぶなら人間における二
項対立をしっかり意識しなければならない。
晩年にさしかかっていたLevi-Strauss教授が
生涯の研究をまとめた小著'）は、実はシー
リアスな問題を扱っていたのである。
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あとがき
現生人類の精神の進化には非連続性が認め
られ、右脳と左脳では機能の発展に時間差が
あり本稿では右脳が先行したと示唆した。
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小論投稿後の2010年10月１１日、歌人今野寿美氏
（角川短歌賞、現代短歌女流賞、葛原妙子賞など
を受賞。現在、ＮＨＫ短歌選者、歌誌『りとむ」編
集人）が「歌は塔のごとく組みあげるべし」と頓
阿（1289～1372）の『青蛙抄』のことばを表題に
して、短歌の構造と作法に関する歌論を発表され
た（平成22年度千葉県歌人クラブ成田大会特別講
演)。論点のうち小論にとって重要な部分は、「短
歌の制作にあたっては後部七七を基盤として先に
構築し、前半部はあとから塔の建築のようにつけ
るべきである。すでに14世紀に頓阿が指摘してい
たこととはいえ、現代短歌でも基本作法と考えな
ければならない｡」というものであった。
小論との関係で見ると、ジャガーから火を奪っ
たというＧｅ神話では、結論（=基盤）は南北アメ
リカ先住民に共通だが、そこに至るまでの導入部
には部族ごとに偏差がある。このような思考法は
新石器時代に成立していたといえそうである。
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